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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子ディスプレイであって、
　画像形成領域を有するディスプレイパネルと、
　前記画像形成領域の上に配置された第１の光硬化性樹脂系の反応生成物であり、実質的
に透明な、光硬化された接着層と、
　前記実質的に透明な、光硬化された接着層の少なくとも一部分に近接した不透明層と、
　前記不透明層の少なくとも一部分及び前記実質的に透明な、光硬化された接着層の少な
くとも一部分と接触している実質的に透明な外側パネルと、を備え、
　前記不透明層は、４２０ｎｍ～７００ｎｍの波長範囲の全ての波長に対して約５％未満
の平均光透過率及び３００～４００ｎｍの波長範囲で約５％を超える平均紫外線透過率を
有し、
　前記不透明層が、第２の樹脂系の反応生成物を含み、
　前記第２の樹脂系が、マグネシウムがドープされたリン酸コバルトをドープした顔料を
含む、電子ディスプレイ。
【請求項２】
　樹脂系であって、
　実質的に透明な光硬化性樹脂系と、
　前記実質的に透明な光硬化性樹脂系に配置された少なくとも１つの染料又は顔料と、
　前記実質的に透明な光硬化性樹脂系に配置された少なくとも１つの光開始剤と、を含み
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、
　前記樹脂系は、４２０ｎｍ～７００ｎｍの波長範囲において約５％未満の平均光透過率
及び３００～４００ｎｍの波長範囲の全ての波長に対して約５％を超える光透過率を有し
、
　前記少なくとも１つの染料又は顔料が、マグネシウムがドープされたリン酸コバルトを
ドープした顔料を含む、樹脂系。
【請求項３】
　前記実質的に透明な光硬化性樹脂系が、エポキシモノマー、アクリルモノマー、又はこ
れらの組み合わせを含む、請求項２に記載の樹脂系。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
［分野］
　本開示は、電子ディスプレイ及びその製造方法に関する。
【０００２】
［背景］
　電子ディスプレイパネルは、しばしば、パネルの中央に向けて画像を生成し、少なくと
も１つのエッジの周囲に画像を生成しない領域を有する。これらのダークエッジは、電気
的接続、光源による照明、又は結合区域のような追加的機能のために有用であり得る。デ
ィスプレイの画像区域と非画像区域との両方を、例えば、窓又はタッチパネルのような透
明な外側パネルによってカバーするときに、それらのダークエッジを不透明層によって隠
すことができる。不透明層は、高分子フィルム、蒸着された金属又は無機材料、又は印刷
されたインクのような多様な材料で作製することができる。不透明層は、ディスプレイパ
ネルのエッジからの可視光放射をかなり遮ることができ、ディスプレイの画像区域が見え
る枠を形成することができる。
【０００３】
　外側パネルは、光硬化性接着剤を用いてディスプレイパネルに接着することができ、そ
の接着剤は、ディスプレイパネルと外側パネルとが組み立てられた後に、外側パネルを通
じて光に露出される。光硬化性接着剤としては、例えば、米国特許公開第２０１０／００
８６７０５号及び同第２０１０／００８６７０６号（双方ともＥｖｅｒａｅｒｔｓら）に
開示されているような光硬化性の光学的に透明な接着剤（ＯＣＡ）が挙げられる。光学的
ディスプレイに使用される光硬化性接着剤は、典型的には、それらが可視光放射を一切吸
収せず、硬化後に透明で、ニュートラルな色に見え、光学的に透明となるように、紫外線
（ＵＶ）への露出によって硬化する。
【０００４】
　不透明層を含むディスプレイパネルに光硬化性の光学的に透明な接着剤を使用すること
の難点は、不透明層の下の光学的に透明な接着剤を完全に硬化させることである。不透明
層が問題を呈し得るのは、接着剤のＵＶ光への露出が不透明層の下でははるかに少なくな
る場合があり、部分的にしか硬化されない可能性があるためである。部分的に硬化された
樹脂は、パネルが部分的に又は完全に層間剥離される可能性を増し、パネル構造物内部に
泡及び他の欠陥を形成する可能性を作り出す場合があり、作業員及び使用者を未硬化のモ
ノマー及びオリゴマーに曝露する可能性もある。
【０００５】
　金属配線技術によるシャドーイングが施される紫外線硬化性のシーラントを硬化する方
法は、米国特許第６，２８４，０８７号（ｖｏｎ　Ｇｕｔｆｅｌｄら）に開示されている
。この特許は、拡散された光学的放射の一部が金属配線形成部を回避することを可能にし
、紫外線から直接遮られている区域においてさえもシーラントに入射することを可能にす
るように、紫外線の光路に位置付けられた、紫外線の拡散を引き起こす光拡散要素の使用
を開示している。
【０００６】
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［概要］
　したがって、画像形成ディスプレイ装置のダークエッジとして機能し得る不透明層の必
要は存在する。例えば、約４２０ｎｍ～約７００ｎｍの波長のほとんどの可視光放射を効
果的に遮る一方で、不透明層の下に配置された光硬化性の光学的に透明な接着剤の光硬化
を可能にするようにそれらを通じて十分な紫外線を透過させるために、不透明層の必要が
存在する。また、ディスプレイパネルに容易に適用することができ、所望の光学的特性を
有し、その下に配置された光硬化性の光学的に透明な接着剤の硬化を可能にすることがで
きる、そのような特性を有するインクの必要も存在する。
【０００７】
　一態様では、電子ディスプレイが提供されるが、この電子ディスプレイは、画像形成領
域を有するディスプレイパネルと、画像形成領域の上に配置された第１の光硬化性樹脂系
の反応生成物であり、実質的に透明な光硬化された接着層と、実質的に透明な第１の光硬
化性接着層の少なくとも一部分に近接した不透明層と、不透明層の少なくとも一部分及び
実質的に透明な接着層の少なくとも一部分と接触している実質的に透明な外側パネルと、
を備え、不透明層は、４２０ｎｍ～７００ｎｍの波長範囲で約５％未満の平均光透過率及
び３００ｎｍ～４００ｎｍの波長範囲で約５％を超える紫外線透過率を有する。画像形成
領域は、液晶ディスプレイ装置、陰極線管装置、発光ダイオードディスプレイ装置、又は
これらの組み合わせの一部であってよい。
【０００８】
　別の態様では、樹脂系が提供され、この樹脂系は、実質的に透明な光硬化性の樹脂系と
、実質的に透明な樹脂系に配置された少なくとも１つの染料又は顔料と、実質的に透明な
樹脂系に配置された少なくとも１つの光開始剤と、を含み、光硬化性樹脂系は、４２０ｎ
ｍ～７００ｎｍの波長範囲において約５％未満の平均光透過率及び３００ｎｍ～４００ｎ
ｍの波長範囲で約５％を超える平均紫外線透過率を有する。実質的に透明の樹脂系として
は、エポキシモノマー、アクリルモノマー、又はこれらの組み合わせが挙げられる。
【０００９】
　更に別の態様では、電子ディスプレイの製造方法が提供されるが、この方法は、画像形
成領域を有するディスプレイパネルを提供する工程と、画像形成領域上に実質的に透明な
光硬化性接着層を配置する工程と、不透明層を備える実質的に透明な外側パネルでディス
プレイパネルをカバーする工程であって、不透明層が実質的に透明な光硬化性の接着層を
少なくとも部分的にカバーする工程と、実質的に透明な光硬化性の接着層を実質的に透明
な外側パネルを通じて照射する工程と、を含み、不透明層が、４２０ｎｍ～７００ｎｍの
波長範囲において約５％未満の平均光透過率及び３００ｎｍ～４００ｎｍの波長範囲にお
いて約５％を超える平均透過率を有する。
【００１０】
　本開示において、
　「アクリレート」はアクリル酸のエステルを指し、本開示においては、メタクリル酸の
エステルもまた含む。
【００１１】
　「平均可視光透過率」は、１ｎｍの分解能を用いて、４２０ｎｍ～７００ｎｍの波長で
測定された可視光の透過率パーセントの平均値を指す。
【００１２】
　「平均紫外線透過率」は、１ｎｍの分解能を用いて、３００ｎｍ～４００ｎｍの波長で
測定された可視光の透過率パーセントの平均値を指す。
【００１３】
　「接着層（bonding layer）」と「接着剤層（adhesive layer）」は互換的に使用され
る。
【００１４】
　「硬化された／硬化される」は、硬化剤に曝され、架橋又は鎖の拡張によって液体形状
から固体形状に変化した／変化する重合可能な系を指す。
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【００１５】
　「光硬化性」は、通常は電磁スペクトルの紫外線領域において、光に露出されて硬化し
得る樹脂系を指す。
【００１６】
　「実質的に透明な」は、約９０％を超える平均可視光透過率を有する系を指す。
【００１７】
　提供される不透明層を含む電子ディスプレイは、画像を形成する電子ディスプレイ装置
のダークエッジとして機能し得る。提供される不透明層は、約４２０ｎｍ～約７００ｎｍ
のほとんどの可視光放射を効果的に遮ることができる一方で、不透明層の下に配置された
光硬化性の光学的に透明な接着剤の光硬化を開始するようにそれらを通じて十分な紫外線
（３００ｎｍ～４００ｎｍ）を透過させることができる。上述のような特性を提供し得る
電子ディスプレイのエッジに容易に適用できるインクもまた提供される。
【００１８】
　上記の概要は、本発明の全ての実施のそれぞれの開示される実施形態を説明することを
目的としたものではない。「図面の簡単な説明」及びこれに続く「発明を実施するための
形態」において、実例となる実施形態をより詳しく例示する。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】提供されるディスプレイの断面図。
【図２】商用の電子ディスプレイ（先行技術）の不透明層のスペクトル（紫外線及び可視
光）のグラフ。
【００２０】
［詳細な説明］
　以下の説明において、本明細書の説明の一部を構成し、いくつかの特定の実施形態が例
として示される添付の一連の図面を参照する。本発明の範囲又は趣旨を逸脱せずに、その
他の実施形態が考えられ、実施され得ることを理解すべきである。したがって、以下の詳
細な説明は、限定的な意味で解釈されるべきではない。
【００２１】
　他に指示がない限り、本明細書及び特許請求の範囲で使用される特徴の大きさ、量、物
理特性を表わす数字は全て、どの場合においても用語「約」によって修飾されるものとし
て理解されるべきである。それ故に、そうでないことが示されない限り、前述の明細書及
び添付の特許請求の範囲で示される数値パラメータは、当業者が本明細書で開示される教
示内容を用いて、目標対象とする所望の特性に応じて、変化し得る近似値である。終点に
よる数の範囲の使用は、その範囲内（例えば、１～５は、１、１．５、２、２．７５、３
、３．８０、４、及び５を含む）の全ての数及びその範囲内の任意の範囲を含む。
【００２２】
　画像形成層を有するディスプレイパネルを含むディスプレイが提供される。いくつかの
実施形態では、ディスプレイパネルは電子装置の一部である。電子ディスプレイは、電子
機器の一部であるか電子機器と電気通信する任意の情報可視ディスプレイでよい。電子デ
ィスプレイパネルの例には、例えば、通常はマトリックスディスプレイにおいて可視光放
射を生成する、エレクトロルミネセンス（ＥＬ）ランプ、発光ダイオード（ＬＥＤ）、有
機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）、又はプラズマ構成要素を含むフラットパネルディスプレ
イが含まれる。電子ディスプレイパネルの他の例には、反射型又はバックライト型液晶デ
ィスプレイ（ＬＣＤ）が挙げられる。電子ディスプレイパネルの更に他の例には、電気泳
動（ＥＰ）ディスプレイ又はエレクトロウェッティングディスプレイなどの反射型ディス
プレイが挙げられる。ディスプレイパネルは、例えば、ハウジングの開口又は枠を通して
見ることができるディスプレイの全領域又はディスプレイの一部分を含むことがある可視
領域すなわち画像形成領域を有する。一般に、電子ディスプレイの画像形成領域は、画像
、図又は文字の形の可変情報を描写する手段を含む領域である。いくつかの実施形態では
、画像形成領域はタッチセンサー式であってもよい。
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【００２３】
　提供されるディスプレイパネルは、画像形成層の上に配置された第１の光硬化性樹脂系
の反応生成物である実質的に透明な硬化された接着層を有する。いくつかの実施形態では
、実質的に透明な光硬化される接着層は光学的に透明な接着剤と、光学的に透明な接着剤
を含む積層体と、を含む。いくつかの実施形態では、透明な光硬化される接着層は、感圧
性接着剤を含み、所望により静電気防止性を有してもよい。接着剤層又は接着層は、４２
０ｎｍ～７００ｎｍ（可視光）の範囲で少なくとも約８０％、少なくとも９０％、少なく
とも９５％、又は更にはそれ以上の平均光透過率を呈し、厚さ２５μｍのサンプルでの測
定で約１０％未満又は更にはそれ以下のヘイズ値を呈するならば、光学的に透明であると
みなされ得る。本発明において有用な感圧性接着剤には、例えば、ポリビニルエーテル、
及びポリ（メタ）クリレート（アクリレートとメタクリレートの両方を含む）が挙げられ
る。
【００２４】
　提供されるディスプレイには任意の好適な接着剤組成物を使用することができる。特定
の実施形態では、接着剤は感圧性及び光透過性である。感圧性接着剤（ＰＳＡ）は、周知
のように、積極的及び更には永久的な粘着性、指の圧力程度で基材と接着する剥離強さ、
被着体との接着を維持する十分な能力、及び／又は被着体からきれいに取り外すために十
分な凝集強さのような特性を有する。更に、感圧性接着剤は、単一の接着剤でも２つ以上
の感圧性接着剤の組み合わせでもよい。
【００２５】
　いくつかの実施形態では、光硬化性の接着層は、アクリル系の前駆体から作られる第１
の光硬化性樹脂系の反応生成物である。これらの前駆体としては、アクリル系のオリゴマ
ー及びモノマーが挙げられる。有用なモノマーとしては、アルキルアクリレートのような
アクリル酸エステルが挙げられる。有用なアルキルアクリレート（すなわち、アクリル酸
アルキルエステルモノマー）として、そのアルキル基が１～１４個まで、とりわけ１～１
２個までの炭素原子を有する、非三級アルキルアルコールの直鎖若しくは分枝状一官能性
アクリレート又はメタクリレートが挙げられる。有用なモノマーには、ブチル（メタ）ク
リレート、２－エチルヘキシル（メタ）クリレート、エチル（メタ）クリレート、メチル
（メタ）クリレート、ｎ－プロピル（メタ）クリレート、イソプロピル（メタ）クリレー
ト、ペンチル（メタ）クリレート、ｎ－オクチル（メタ）クリレート、イソオクチル（メ
タ）クリレート、イソノニル（メタ）クリレート、及び２－メチル－ブチル（メタ）クリ
レートが挙げられる。加えて、少量の二官能基又は多官能基のアクリレート又はアクリル
酸（例えば、最高５重量％）もまたアクリル系前駆体として含まれてよい。
【００２６】
　いくつかの実施形態では、感圧性接着剤は少なくとも１つのポリ（メタ）クリレート（
例えば、（メタ）クリル感圧性接着剤）をベースにする。ポリ（メタ）クリレート感圧性
接着剤は、例えば、イソオクチルアクリレート（ＩＯＡ）、イソノニルアクリレート、２
－メチル－ブチルアクリレート、２－エチル－ヘキシルアクリレート及びｎ－ブチルアク
リレート、イソブチルアクリレート、ヘキシルアクリレート、ｎ－オクチルアクリレート
、ｎ－オクチルメタクリレート、ｎ－ノニルアクリレート、イソアミルアクリレート、ｎ
－デシルアクリレート、イソデシルアクリレ－ト、イソデシルメタクリレート、及びドデ
シルアクリレートなどの、例えば、少なくとも１種のアルキル（メタ）クリレートエステ
ルモノマー；及び、例えば、（メタ）クリル酸、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルカプ
ロラクタム、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）クリルアミド、Ｎ－イソプロピル（メタ）クリル
アミド、（メタ）クリルアミド、イソボルニルアクリレート、４－メチル－２－ペンチル
アクリレート、ヒドロキシアルキル（メタ）クリレート、ビニルエステル、ポリスチレン
又はポリメチルメタクリレートマクロマー、アルキルマレエート及びアルキルフマレート
（それぞれ、マレイン酸及びフマル酸をベースにする）、又はこれらの組み合わせなどの
少なくとも１種の任意のコモノマー成分；から誘導される。
【００２７】
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　他の実施形態では、ポリ（メタ）クリル感圧性接着剤は、約０～約４重量％（ｗｔ）の
ヒドロキシアルキル（メタ）クリレートと、約１００重量％～約９６重量％のイソオクチ
ルアクリレート、２－エチル－ヘキシルアクリレート、又はｎ－ブチルアクリレートの少
なくとも１種、との組成物から誘導される。１つの特定の実施形態は、約１重量％～約２
重量％のヒドロキシアルキル（メタ）クリレートと、約９９重量％～約９８重量％のイソ
オクチルアクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート、又はｎ－ブチルアクリレート
の少なくとも１種、との組成物から誘導され得る。１つの特定の実施形態は、約１重量％
～約２重量％のヒドロキシアルキル（メタ）クリレートと、約９９重量％～約９８重量％
のｎ－ブチルアクリレートとメチルアクリレートとの混合物との組成物から誘導され得る
。
【００２８】
　いくつかの実施形態では、光硬化される接着層は曇点耐性の光学的に透明な接着剤組成
物であり得る。曇点耐性により、当初光学的に透明である接着剤組成物が、高温高湿環境
及び続く周囲条件への冷却にさらされた後、光学的に透明なままであることを意味する。
光学的に透明な接着剤は、一般に、偏光器又は遅延板などの光学フィルムを、ＬＣＤ用途
における液晶セルなどのディスプレイパネルに実装するのに使用される。このように、Ｏ
ＣＡは、フィルムをディスプレイパネルに積層して光学的に透明な積層体を形成するのに
使用される。積層体中での使用時に、曇点耐性の光学的に透明な接着剤は、非周囲温湿度
条件にさらされた後、積層体を実質上曇りのない、又は透明なままにさせる。
【００２９】
　曇点耐性の接着剤組成物は、高温／高湿加速熟成試験後でさえも曇りのないままである
、曇りのない光学積層体を得るために、親水性部分をＯＣＡに組み込む。一態様では、提
供される接着剤組成物は、アルキル基中に１～１４個の炭素を有する約７５～約９５重量
部のアルキルアクリレートを含む前駆体から誘導される。アルキルアクリレートは、脂肪
族、脂環式、又は芳香族アルキル基を含むことができる。有用なアルキルアクリレート（
すなわち、アクリル酸アルキルエステルモノマー）として、そのアルキル基が１～１４個
まで、とりわけ１～１２個までの炭素原子を有する、非三級アルキルアルコールの直鎖若
しくは分枝状一官能性アクリレート又はメタクリレートが挙げられる。有用なモノマーと
して、例えば、２－エチルヘキシル（メタ）クリレート、エチル（メタ）クリレート、メ
チル（メタ）クリレート、ｎ－プロピル（メタ）クリレート、イソプロピル（メタ）クリ
レート、ペンチル（メタ）クリレート、ｎ－オクチル（メタ）クリレート、イソオクチル
（メタ）クリレート、イソノニル（メタ）クリレート、ｎ－ブチル（メタ）クリレート、
イソブチル（メタ）クリレート、ヘキシル（メタ）クリレート、ｎ－ノニル（メタ）クリ
レート、イソアミル（メタ）クリレート、ｎ－デシル（メタ）クリレート、イソデシル（
メタ）クリレート、ドデシル（メタ）クリレート、イソボルニル（メタ）クリレート、シ
クロヘキシル（メタ）クリレート、フェニルメタ（アクリレート）、ベンジルメタ（アク
リレート）、及び２－メチルブチル（メタ）クリレート、並びにこれらの組み合わせが挙
げられる。
【００３０】
　曇点耐性の組成物前駆体は、カルボン酸、アミド、ウレタン、又は尿素官能基を含有す
るアクリルモノマーのような、約０～５重量部の共重合性極性モノマーも含み得る。Ｎ－
ビニルラクタムのような弱極性モノマーも含まれ得る。有用なＮ－ビニルラクタムは、Ｎ
－ビニルカプロラクタムである。広くは、接着剤中の極性モノマー含有量として、約５重
量部未満又は約３重量部未満の１つ以上の極性モノマーを挙げることができる。弱い極性
しかない極性モノマーを、例えば１０重量部以下の、より高いレベルで組み込んでよい。
有用なカルボン酸として、アクリル酸及びメタクリル酸が挙げられる。有用なアミドとし
て、Ｎ－ビニルカプロラクタム、Ｎ－ビニルピロリドン、（メタ）クリルアミド、Ｎ－メ
チル（メタ）クリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルメタ（
クリルアミド）、及びＮ－オクチル（メタ）クリルアミドが挙げられる。
【００３１】
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　曇点耐性の接着剤組成物は、１００部のアルキルアクリレート及び共重合可能な極性モ
ノマーをベースとする約１～約２５部の親水性ポリマー化合物も含むことができる。親水
性ポリマー化合物は、典型的には、約５００を超える、又は約１０００を超える、又はそ
れより高い平均分子量（Ｍｎ）を有する。好適な親水性ポリマー化合物として、ポリ（エ
チレンオキシド）セグメント、ヒドロキシル官能基、又はこれらの組み合わせが挙げられ
る。ポリマー中のポリ（エチレンオキシド）及びヒドロキシル官能基の組み合わせは、得
られるポリマーを親水性にするのに十分に高い必要がある。「親水性の」により、ポリマ
ー化合物が、少なくとも２５重量パーセントの水を、相分離なしに組み込むことができる
ことを意味する。典型的には、好適な親水性ポリマー化合物は、少なくとも１０、少なく
とも２０、又は更に少なくとも３０のエチレンオキシド単位を含む、ポリ（エチレンオキ
シド）セグメントを含有してよい。あるいは、好適な親水性ポリマー化合物は、ポリマー
の炭化水素含有量に対し、少なくとも２５重量パーセントの酸素を、ポリ（エチレンオキ
シド）又はヒドロキシル官能基からのエチレングリコール基の形態で含む。有用な親水性
ポリマー化合物は、接着剤と相溶性のままで、光学的に透明な接着剤組成物を産出する限
り、接着剤組成物と共重合可能であってもよいし又は非共重合可能であってもよい。共重
合可能な親水性ポリマー化合物として、例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｅ
ｘｔｏｎ、ＰＡ）より入手可能な、一官能性のメトキシル化ポリエチレングリコール（５
５０）メタクリレートであるＣＤ５５２、又は同じくＳａｒｔｏｍｅｒより入手可能な、
ビスフェノールＡ部分と各メタクリレート基との間に３０の重合したエチレンオキシド基
を有するエトキシル化ビスフェノールＡジメタクリレートであるＳＲ９０３６が挙げられ
る。他の例として、Ｊａｒｃｈｅｍ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ｉｎｃ（Ｎｅｗａｒｋ、Ｎ
ｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙ）より入手可能なフェノキシポリエチレングリコールアクリレートが
挙げられる。ポリマー親水性化合物の他の例として、ポリアクリルアミド、ポリ－Ｎ，Ｎ
－ジメチルアクリルアミド、及びポリ－Ｎ－ビニルピロリドンが挙げられる。
【００３２】
　いくつかの実施形態では、提供されるディスプレイにおいて有用な曇点耐性の光学的に
透明な接着剤組成物は、アルキル基に１～１４個の炭素を有する約６０重量部～約９５重
量部のアルキルアクリレートを含む前駆体及び約０重量部～約５重量部の共重合可能な極
性モノマーから作ることができる。アルキルアクリレート及び共重合可能な極性モノマー
は上記の通りである。前駆体は、１００重量部のアルキルアクリレート及び共重合可能な
極性モノマー又はモノマー類を基に、約５重量部～約５０重量部の親水性ヒドロキシル官
能性モノマー化合物も含む。親水性ヒドロキシル官能性モノマー化合物は、典型的には、
４００未満のヒドロキシル等量を有する。ヒドロキシル等量分子量は、モノマー化合物中
のヒドロキシル基の数で割ったモノマー化合物の分子量として定義される。このタイプの
有用なモノマーとして、２－ヒドロキシエチルアクリレート及びメタクリレート、３－ヒ
ドロキシプロピルアクリレート及びメタクリレート、４－ヒドロキシブチルアクリレート
及びメタクリレート、２－ヒドロキシエチルアクリルアミド、並びにＮ－ヒドロキシプロ
ピルアクリルアミドが挙げられる。加えて、エチレンオキシド又はプロピレンオキシドか
ら誘導されるグリコールを基に作られるヒドロキシ官能性モノマーもまた使用できる。こ
のタイプのモノマーの一例として、ＢＩＳＯＭＥＲ　ＰＰＡ　６としてＣｏｇｎｉｓ（ド
イツ）より入手可能な、ヒドロキシルを末端基とするポリプロピレングリコールアクリレ
ートが挙げられる。また、４００未満のヒドロキシル等量を有するジオール及びトリオー
ルも、親水性モノマー化合物のために想到される。曇点耐性の接着剤及び積層体は、例え
ば、米国特許出願公開第２０１０／００８６７０５号及び同第２０１０／００８６７０６
号（Ｅｖｅｒａｅｒｔｓら）に開示されている。
【００３３】
　いくつかの実施形態では、第１の光硬化性樹脂系の反応生成物である実質的に透明な光
硬化される接着層は、静電気防止性の光透過性接着剤を含み得る。静電気防止性接着剤は
１種類以上の静電消散剤を含むことができる。静電消散剤は、静電荷を除去することによ
って、又はそのような電荷の蓄積を防止することによって機能する。本開示の構造物にお
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いて有用な静電気防止性剤には、非ポリマー及びポリマー有機塩が挙げられる。非ポリマ
ー塩は繰り返し単位を有さない。一般的に、静電消散剤は、約１０重量％未満の量の静電
気防止性感圧性接着剤、及び所望により約５重量％未満の量の静電気防止性ＰＳＡを含む
。更に、静電消散剤は、約０．５％を超える量の静電気防止性ＰＳＡ、及び所望により約
１．０重量％を超える量の静電気防止性ＰＳＡを含む。有用な静電気防止性の光学的に透
明な感圧性接着剤は、例えば、米国特許出願第２０１０／００２８５６４号（Ｃｈｅｎｇ
ら）及び同第２０１０／０１３６２６５号（Ｅｖｅｒａｅｒｔｓら）に見出すことができ
る。
【００３４】
　実質的に透明な接着層は、光反応開始される重合性モノマー、オリゴマー、及び混合物
をベースとし得る。好適な材料としては、アクリレート、シリコーン、エポキシド及びこ
れらの組み合わせが挙げられる。好適な光開始剤としては、アクリレートに関しては、ア
クリルホスフィンオキシド（すなわち、ＢＡＳＦのＤＡＲＯＣＵＲ　ＴＰＯ）及びオキシ
ムエステル（すなわち、ＢＡＳＦのＯＸＥ－１）などＮｏｒｒｉｓｈ　Ｔｙｐｅ　Ｉ、ベ
ンゾフェノン誘導体（すなわち、ＣｙｔｅｃのＡｄｄｉｔｏｌ　ＢＰ）及びチオキサント
ン（すなわち、ＤＡＲＯＣＵＲ　ＩＴＸ）及びオニウム塩（すなわち、ＩＲＧＡＣＵＲＥ
　２５０）などＮｏｒｒｉｓｈ　Ｔｙｐｅ　ＩＩが挙げられ、シリコーンに関しては、フ
ォトヒドロシラチオン触媒（Ｂｏａｒｄｍａｎ，Ｌ．Ｄ．Ｏｒｇａｎｏｍｅｔａｌｌｉｃ
ｓ　１１，４１９２～４２０１（１９９２）；Ｆｒｙ，Ｂ．Ｅ．ａｎｄ　Ｎｅｃｋｅｒｓ
，Ｄ．Ｃ．Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ　２９，５３０６～５３１２（１９９６））が
挙げられ、エポキシに関しては米国特許第５，５５４，６６４号（Ｌａｍａｎｎａら）に
開示されている有機金属塩からのもののような光酸発生剤が挙げられる。
【００３５】
　感圧性接着剤の光学的透明度を低減させない限りは、例えば、油、可塑剤、酸化防止剤
、紫外線（ＵＶ）安定剤、顔料、硬化剤、ポリマー添加剤、増粘剤、染料、連鎖移動剤及
びその他の添加物などの他の材料を、特別な目的のために第１の光硬化される樹脂系に加
えることができる。いくつかの実施形態では、接着剤中の静電気消散特性の塩解離度及び
イオン移動度を高めるために可塑剤を有効量で提供し、例えば、１００重量部（ｐｂｗ）
のアクリル接着剤に基づいて、約０．０１ｐｂｗを超える量、所望により約０．１０ｐｂ
ｗを超える量、及びいくつかの実施形態では約１．０ｐｂｗを超える量を用いてよい。い
くつかの実施形態では、可塑剤を、例えば、約２０ｐｂｗ未満の量及び所望により約１０
ｐｂｗ未満の量で提供してもよい。ある実施形態では、可塑剤は接着剤中の塩解離度及び
イオン移動度を高めることができる。いくつかの実施形態では、可塑剤は、リン酸エステ
ル、アジピン酸エステル、クエン酸エステル、フタル酸エステル、フェニルエーテル終端
ポリエチレンオキシドオリゴマーを含む、アクリル可溶性可塑剤から選択される。広くは
、非親水性可塑剤が好ましい。非親水性可塑剤は、高湿度及び高温下で大気から多くの水
分を吸収しない。
【００３６】
　いくつかの実施形態では、感圧性接着剤構成成分をブレンドして、光学的に透明な混合
物を形成することができる。１種以上の高分子成分は、単独で架橋することも、又は共通
の架橋剤で架橋することもできる。紫外線、つまり「ＵＶ」反応開始剤を使用して感圧性
接着剤を架橋してもよい。好適なＵＶ反応開始剤としては、ベンゾフェノン及び４－アク
リロキシベンゾフェノンを挙げることができる。とりわけ有用なのは、Ｃｉｂａ　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌｓ（Ｔａｒｒｙｔｏｗｎ、ＮＹ）より入手可能な、２，２－ジメトキシ－２－
フェニルアセトフェノンであるＩＲＧＡＣＵＲＥ　６５１などの反応開始剤である。典型
的には、架橋剤が存在すれば、混合物中の他の構成成分を基に、約０．０５重量部～約５
．００重量部の量で前駆体混合物に加える。反応開始剤は、典型的には、前駆体混合物に
約０．０５重量部～約２重量部の量で加える。前駆体混合物を、化学線又は熱を使用して
重合及び／又は架橋させて、接着剤組成物を形成することができる。
【００３７】
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　実質的に透明な接着層は、低圧又は高圧金属蒸気放電ランプ、アークランプ、エキシマ
ーランプ、蛍光灯、レーザー、及びＬＥＤを含むＵＶ又は可視光源の１つ又は組み合わせ
を用いて硬化することができる。それらのランプは、不透明の区域においてより高い強度
の光を生成するように構成することができる。例えば、ＵＶ発光ＬＥＤは、より高いラン
プ密度又は電力若しくは両方をディスプレイパネルのエッジ領域に有し、比較的低いラン
プ密度又は電力をディスプレイパネルの中央領域に有するように配列することができる。
これは、パネルの全面積にわたってより一定水準の硬化を提供し、コスト及びエネルギー
を低減する。
【００３８】
　感圧性接着剤は、本質的に粘着性であってよい。必要に応じて、感圧性接着剤を形成す
るために粘着付与剤をベース材料に加えることができる。有用な粘着付与剤として、例え
ば、ロジンエステル樹脂類、芳香族炭化水素樹脂類、脂肪族炭化水素樹脂類、及びテルペ
ン樹脂類が挙げられる。広くは、水素化ロジンエステル、テルペン、又は芳香族炭化水素
樹脂類から選択される淡色系粘着付与剤を使用することができる。
【００３９】
　提供されるディスプレイは、実質的に透明な第１の光硬化される接着層の少なくとも１
部分に近接した不透明層を含む。不透明層は、４２０ｎｍ～７００ｎｍで可視光の単一の
パスの平均透過率が５％以下、典型的には１％以下である材料から作製される。透過率は
、４２０ｎｍ～７００ｎｍの範囲の理想的な光源を用いて明所検出器を使用して測定する
ことができる。不透明層は、４２０ｎｍ未満のスペクトルの少なくとも一部分に対して少
なくとも５％の透過率を有することができる。
【００４０】
　不透明層に好適な材料としては、銀コーティングが挙げられ、例えば、インジウムとス
ズの酸化物（ＩＴＯ）など多層の銀／非金属コーティングが含まれる。銀及びＩＴＯの厚
さは、紫外線を透過し可視光を反射するように調整することができる。不透明層は、ポリ
マー、無機材料、及びこれらの組み合わせを含む絶縁材料で作られた干渉鏡を含むことが
できる。好適な系の例としては、物理蒸着されたチタニア及びシリカの多層構成体が挙げ
られる。代表的な多層干渉鏡は、例えば、Ｅｄｍｕｎｄ　Ｏｐｔｉｃｓ（ニュージャージ
ー州Ｂａｒｒｉｎｇｔｏｎ）から入手可能である。スペクトルの１つの領域を透過して他
の領域を反射する干渉鏡の設計は当業者に周知であり、Ｓｏｆｔｗａｒｅ　Ｓｐｅｃｔｒ
ａ　Ｉｎｃ（オレゴン州Ｐｏｒｔｌａｎｄ）製のＴＦＣＡＬＣのようなソフトウェアによ
って最適化することができる。
【００４１】
　その他の好適な材料又は不透明層としては、可視光吸収性及び紫外線透過性の染料及び
顔料が挙げられる。例えば、米国特許第６，８５８，２８９号（Ｐｏｎｇら）は、染料を
溶解するように選択されたＵＶ透過性溶剤で実質的に充填された孔を有するＵＶ透過性の
ナノ多孔質シリカガラスのようなソーラーブラインド染料を記述している。染料はポリビ
ニルアルコール又は多孔質ガラス中に分散することができ、紫外線を実質的に透過し、可
視スペクトルの実質的な部分にかけて強い吸収を有する。ＵＶ透過性の染料は、可視スペ
クトルの広範な範囲を吸収するように他の染料及び顔料と組み合わせてもよい。染料はシ
アニン染料及びジチオ系染料を含むことができる。有用なシアニン染料としては、直鎖シ
アニン染料及び環式シアニン染料が挙げられる。環式シアニン染料は、２，７－ジアルキ
ル－３，６－ジアザシクロヘプタ－１，６－ジエンのような染料を含み、そのアルキルは
メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、第二ブチル、第三ブチル、ｎ－ヘキシル
、及びドデシルであり得る。それらのシアニンは一連の原子より１つ少ないπ電子を有す
るので、分子は正電荷イオンであり、負電荷の対イオンが付随している。有用な対イオン
としては、ＣｌＯ４

－（過塩素酸塩）、フッ化物、臭化物、ヨウ化物、及び塩化物が挙げ
られる。
【００４２】
　別の特に有用な分類のソーラーブラインド染料は、式、ＲＣＳ２

－Ｘ＋（式中、ＲはＨ
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又はアルキル、Ｘはカチオンである）を有する染料のようなジチオ系染料である。Ｒがア
ルキルのとき、Ｒは、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、第三ブチル、ｎ－
ペンチル、オクチル、ドデシル、及びシクロヘキシルであり得る。典型的には、アルキル
基は、メチル基、エチル基、イソプロピル基又は第三ブチル基であり得る。このタイプの
ジチオ系染料とともに使用するために好適なカチオンＸとしては、例えば、Ｎａ＋、Ｋ＋

、Ｌｉ＋、Ｃｓ＋、及びＲｂ＋のようなアルカリ金属；Ｎ（ＣＨ３）４
＋及びＮ（Ｃ２Ｈ

５）４
＋のようなテトラアルキルアンモニウムカチオン；Ｃ５Ｈ１０　ＮＨ２

＋（ピペリ
ジニウム）のような複素環式カチオンが挙げられる。しかし、Ｎａ＋，Ｎ（Ｃ２Ｈ５）４
＋及びＣ５Ｈ１０ＮＨ２

＋（ピペリジニウム）は典型的なカチオンである。カチオンの変
化は、染料材料の化学的安定性に主に影響する。例えば、ナトリウム塩は、対応するテト
ラアルキルアンモニウム塩と比べて典型的に酸化に対してより反応しやすい。ジチオ酸塩
の合成は、有機化学技術分野の当業者には周知である。例えば、そのようなプロセスはＫ
ａｔｏら（Ｚ．Ｎａｔｕｒｆｏｒｓｃｈ、３３ｂ、９７６～７７（１９７８））に記載さ
れている。そのような染料を合成するその他の方法は、Ｐａｑｕｅｒ，Ｂｕｌｌ．Ｃｈｅ
ｍ．Ｓｏｃ．Ｆｒ．，１４３９（１９７５）及びＪａｎｓｏｎｓ，Ｒｕｓｓ．Ｃｈｅｍ．
Ｒｅｖ．，４５，１０３５（１９７６）に記載されている。実行可能な合成のオプション
としては、アルキルグリニャール又はアルキルリチウム試薬によるＣＳ２の還元、ＣＦ３

ＣＮのような前駆体のチオール開裂、又は芳香族アルデヒドの酸化的硫化が挙げられる。
【００４３】
　紫外線を効果的に透過し可視光線をフィルタする別の有用な顔料は、例えば、米国特許
第４，０４２，８４９号（Ｗａｃｈｔｅｌ）に開示されている。このフィルタは、次の式
を有する、コバルト及びニッケルをドープしたマグネシウムリン酸塩を含む。
　Ｍｇ３－ｘ－ｙＣｏｘＮｉｙ（ＰＯ４）２（ｘ＋ｙは１～１．４、ｘ／ｙは０．８～１
．２）。Ｃｏ及びＭｇ　Ｃｏ２－ｘＭｇｘＰ２Ｏ７二リン酸塩をベースとするその他の有
用な青紫セラミック顔料は、Ｍ．Ｌｌｕｓａｒら（Ｅｕｒｏｐｅａｎ　Ｃｅｒａｍｉｃ　
Ｓｏｃｉｅｔｙ，３０，１８８７～１８９６（２０１０））に開示されているような、マ
グネシウムをドープしたリン酸コバルトをドープした顔料などである。
【００４４】
　紫外線を効果的に透過し可視光線をフィルタするその他の好適な材料は、白熱又は蛍光
のいずれかの「不可視光線」の製造に使用される染料及び顔料である。蛍光「不可視光線
」は、比較的多量の紫外線を発し、比較的少量の可視光を発する。可視スペクトルから紫
外線スペクトルにかけて光を発する光源を使用し、可視光を好んで吸収するフィルタを適
用することによって、「不可視光線」は作られる。紫外線を透過し可視光を吸収する「Ｗ
ｏｏｄのガラス」は、「不可視光線」とともに使用される周知の材料である。Ｗｏｏｄの
ガラスを挽き砕き、結合剤に分散して、パターン化可能なコーティングを生成することが
できる。「Ｗｏｏｄのガラス」は、典型的には、吸収剤としてバリウム－ナトリウム－ケ
イ酸塩ガラス中に酸化ニッケルを含む。
【００４５】
　不透明層に使用される染料及び顔料は、典型的には、紫外線の散乱率が低いものでよい
。これは、典型的には１マイクロメートル（μｍ）未満、０．５μｍ未満、又は更には０
．１μｍ未満の小さい粒径の構成成分を使用することによって達成される。散乱は、顔料
及び染料の粒子の屈折率と、硬化された状態の結合剤の屈折率との差を減らすことによっ
てもまた低減し得る。典型的には、不透明層の染料及び顔料は結合剤中に保持される。
【００４６】
　好適な結合剤としては、溶媒中のポリアクリリック、光硬化性モノマー及びオリゴマー
、並びに熱硬化性モノマー及びオリゴマーのようなポリマーが挙げられる。結合剤は、関
心対象範囲で良好なＵＶ透過率を有する必要がある。光硬化される系は、典型的には、空
隙を充填する接着剤中のどのＵＶ吸収性の構成成分とも異なるスペクトル範囲において光
を吸収する開始剤を使用する。加えて、光開始剤は、紫外線に露出されると光漂白して、
より深い貫通及び厚い部分の硬化を可能にすることができる。
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【００４７】
　不透明層は、外面から見たときの外観を修正するために染料及び顔料を含むことができ
る。好適な染料及び顔料としては、二酸化チタン、カーボンブラック、及び黒色染料又は
染料混合物が挙げられる。不透明層は、例えば、第１のコーティングが黒色染料混合物を
含み、第２のコーティング層がＵＶ透過性の顔料又は染料を含む多層として適用され得る
。第１のコーティングは第２のコーティングから散乱する又は隣接する層から散乱して戻
る可視光を減少することになる。第１のコーティングは、ＵＶ透過性のコーティングから
の色を弱めることもできる。関心対象のスペクトル範囲にかけて理想的な光源及び理想的
な検出器を用い、散乱光を収集するために積分球で視準された光源及び検出器を使用して
測定された第１のコーティングのＵＶ－可視光単一パスの平均光透過率は、好ましくは１
０～５０％である。
【００４８】
　提供される不透明層は、例えば、スクリーン印刷、転写印刷、昇華印刷、箔押し、及び
インクジェットによって、基材、ディスプレイパネル、又は外側パネルに適用できる。第
１及び第２のコーティングに異なる印刷方法を使用してもよい。不透明層は光開始剤を含
むことができ、典型的には紫外線である光開始剤によって吸収され得る波長の放射線への
露出によって硬化され得る。あるいは、不透明層は、熱反応開始剤を含むことができ、実
質的に透明な外側カバーに適用された後に、カバーをディスプレイパネルに接着する前に
、熱によって硬化することができる。
【００４９】
　いくつかの実施形態では、不透明層は多層の干渉スタックを含むことができる。そのよ
うな多層スタックを、電磁スペクトルの紫外線の部分で透過性が高く可視光の部分で透過
性が低くなるように、組み立てることができる。これらのスタックは当業者には周知であ
り、例えば、酸化チタンのような高い屈折率の材料と二酸化ケイ素のような低い屈折率の
材料とを交互の層にすることによって作ることができる。高分子多層光干渉フィルタもま
た、この用途で企図される。
【００５０】
　いくつかの用途では、不透明層は周囲光が層を通じて下の表面に達しないように遮るた
めに、及びこれらの構造物から反射される光を遮るために、十分な不透明度を有さなくて
はならない。典型的には、約５％未満の光が不透明層を透過する。他の用途では、不透明
層は、ディスプレイパネル又はバックライトのためのＬＥＤのような他の光源が発する光
もまた遮らなくてはならない。これらの場合、不透明層はディスプレイライトに関しては
２％未満の透過率、又は更には１％未満の透過率を有することができる。
【００５１】
　提供される不透明層を通じた接着剤の硬化は、より透明な画像区域において必要なＵＶ
への露出と比較して、不透明層によってカバーされた区域における合計ＵＶ露出を増すこ
とによって達成し得る。不透明層による光の減衰は、必要な合計ＵＶフルエンスを増す。
これは、より強力なランプの使用によって生産コストを増加し得、より長い露出時間によ
って処理能力効率を低減し得る。場合によっては、不透明層の下の空隙を充填している接
着剤を硬化することは実用的でないであろう。概して、不透明の区域と不透明でない区域
の硬化光フルエンスの比率は２０：１未満が好ましい。用途によっては、不透明層は非常
に低い反射性を有することが望ましく、反射された光は制御された色相を有し、多くの用
途において、弱められた色相を有する。
【００５２】
　提供されるディスプレイの一実施形態を図１に例示する。図１は、提供されるディスプ
レイ１００の断面図である。ディスプレイパネル１０２は、実質的に透明な光硬化される
接着層１０４とともに、実質的に透明な外側パネル１０６に接着される。不透明層１０８
は、正面から見たとき、パネル区域の一部分をカバーする。不透明層の機能は、エッジの
コネクター、光源、取付け装置など、ディスプレイの画像の一部でない区域をカバーする
という、いくらか審美的なものである。典型的には、不透明の区域はディスプレイパネル
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アセンブリの周辺区域をカバーする。
【００５３】
　外側パネルは透明なガラス又はポリマーで作ることができる。外側パネルは、タッチ機
能を含んでもよく、様々なコーティング及び層を有してもよい。この用途では、全てのコ
ーティング、層、及び透明材料は、４２０ｎｍ未満のスペクトルの少なくとも一部分に対
して少なくとも２０％の合計有効透過率を有さなくてはならない。
【００５４】
　別の態様では、画像形成領域を有するディスプレイパネルを提供する工程を含むディス
プレイの製造方法が提供される。画像形成領域を有するディスプレイパネルは、本願で上
述されている。提供される方法では、実質的に透明な光硬化性の接着層は、同じく上述さ
れているように、画像形成領域に配置される。次いで、ディスプレイパネルは、不透明層
を備える実質的に透明な外側パネルでカバーされる。不透明層は、実質的に透明な光硬化
性の接着層を少なくとも部分的にカバーする。実質的に透明な光硬化性の接着層は、次い
で、実質的に透明な外側パネルを通じて照射される。この照射は、光硬化性の接着層を反
応させる任意の波長で実行され得るが、典型的には、約３００ｎｍ～４００ｎｍのスペク
トルの紫外線領域において行われる。
【００５５】
　不透明層は、ディスプレイパネルがカバーされる前に、実質的に透明な外側パネルの下
側に適用されてもよい。不透明層が顔料入りインクのような液体の場合、不透明層は塗布
、はけ塗り、スプレー、ローリング、インクジェット、スクリーン印刷、又はポリマー層
若しくは塗料の層を適用するための当業者に既知の任意の他の適用方法によって適用され
得る。次いで、不透明層は、相補的な光開始剤系を含む場合は紫外線への露出によって、
又は熱で活性化される開始剤系を含む場合は熱によって、硬化され得る。追加的な開始剤
を伴わずに電子ビームに露出することによって硬化することもまた、本開示の範囲内であ
る。
【００５６】
　本発明の範囲及び趣旨から逸脱しない本発明の様々な変更や改変は、当業者には明らか
となるであろう。本発明は、本明細書で述べる例示的な実施形態及び実施例によって不当
に限定されるものではないこと、また、こうした実施例及び実施形態は、本明細書におい
て以下に記述する特許請求の範囲によってのみ限定されると意図する本発明の範囲に関す
る例示のためにのみ提示されることを理解すべきである。本開示に引用される参照文献は
全て、その全体を本明細書に援用するものである。
【００５７】
　以下は、本発明の態様による、不透明層を含む電子ディスプレイの代表的な実施形態、
及びそれらの製造方法である。
【００５８】
　実施形態１は、画像形成領域を有するディスプレイパネルと、画像形成領域上に配置さ
れた第１の光硬化性樹脂系の反応生成物であり、実質的に透明な、光硬化された接着層と
、実質的に透明な第１の光硬化性接着層の少なくとも一部分に近接した不透明層と、不透
明層の少なくとも一部分及び実質的に透明な第１の光硬化性接着層の少なくとも一部分と
接触している実質的に透明な外側パネルと、を備える電子ディスプレイであり、前記不透
明層は、４２０ｎｍ～７００ｎｍの波長範囲で約５％未満の平均光透過率及び３００ｎｍ
～４００ｎｍの波長範囲で約５％を超える平均紫外線透過率を有する。
【００５９】
　実施形態２は、実施形態１による電子ディスプレイであり、画像形成領域は、液晶ディ
スプレイ装置、陰極線管ディスプレイ装置、発光ダイオードディスプレイ装置、又はこれ
らの組み合わせの一部である。
【００６０】
　実施形態３は、実施形態１による電子ディスプレイであり、第１の光硬化性樹脂系は、
２００ｎｍ～４００ｎｍの波長範囲に吸収帯を有する光開始剤を含む。
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【００６１】
　実施形態４は、実施形態３による電子ディスプレイであり、第１の光硬化性樹脂系はア
クリレートを含む。
【００６２】
　実施形態５は、実施形態１による電子ディスプレイであり、不透明層は、第２の光硬化
性樹脂系の反応生成物を含む。
【００６３】
　実施形態６は、実施形態５による電子ディスプレイであり、第２の光硬化性樹脂系は、
少なくとも１つの顔料又は染料を含む。
【００６４】
　実施形態７は、実施形態６による電子ディスプレイであり、第２の光硬化性樹脂系は、
酸化ニッケル又はマグネシウムをドープしたリン酸コバルトをドープした顔料を含む。
【００６５】
　実施形態８は、実施形態１による電子ディスプレイであり、不透明層は多層の光学スタ
ックを備える。
【００６６】
　実施形態９は、実質的に透明な光硬化性の樹脂系と、実質的に透明な樹脂系に配置され
た少なくとも１つの染料又は顔料と、実質的に透明な樹脂系に配置された少なくとも１つ
の光開始剤と、を含み、その光硬化性樹脂系は、４２０ｎｍ～７００ｎｍの波長範囲にお
いて約５％未満の平均光透過率及び３００ｎｍ～４００ｎｍの波長範囲に対して約５％を
超える光透過率を有する。
【００６７】
　実施形態１０は、実施形態９による樹脂系であり、実質的に透明な樹脂系は、エポキシ
モノマー、アクリルモノマー、又はこれらの組み合わせを含む。
【００６８】
　実施形態１１は、実施形態１０による樹脂系であり、少なくとも１つの光開始剤は、フ
リーラジカル反応開始剤、カチオン反応開始剤又はこれらの組み合わせを含む。
【００６９】
　実施形態１２は、実施形態９による樹脂系であり、少なくとも１つの染料又は顔料は、
酸化ニッケル又はマグネシウムをドープしたリン酸コバルトをドープした顔料を含む。
【００７０】
　実施形態１３は、実施形態９による樹脂系の反応生成物である。
【００７１】
　実施形態１４は、電子ディスプレイの製造方法であり、画像形成領域を有するディスプ
レイパネルを提供する工程と、画像形成領域上に実質的に透明な光硬化性の接着層を配置
する工程と、不透明層を備える実質的に透明な外側パネルでディスプレイパネルをカバー
する工程であって、不透明層が実質的に透明な光硬化性の接着層を少なくとも部分的にカ
バーする工程と、実質的に透明な光硬化性の接着層を実質的に透明な外側パネルを通じて
照射する工程と、を含み、不透明層は、４２０ｎｍ～７００ｎｍの波長範囲において約５
％未満の平均光透過率及び３００ｎｍ～４００ｎｍの波長範囲において約５％を超える光
透過率を有する。
【００７２】
　実施形態１５は、実施形態１４による電子ディスプレイの製造方法であり、不透明層を
硬化する工程を更に含む。
【００７３】
　実施形態１６は、実施形態１５による電子ディスプレイの製造方法であり、不透明層の
硬化は紫外線への露出による。
【００７４】
　実施形態１７は、実施形態１４による電子ディスプレイであり、画像形成領域は、液晶
ディスプレイ装置、陰極線管ディスプレイ装置、発光ダイオードディスプレイ装置、又は
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これらの組み合わせの一部である。
【００７５】
　実施形態１８は、実施形態１４による電子ディスプレイの製造方法であり、光硬化性の
接着層は、ディスプレイパネルの画像形成領域に配置された第１の光硬化性樹脂系の反応
生成物である。
【００７６】
　実施形態１９は、実施形態１４による電子ディスプレイの製造方法であり、不透明層は
少なくとも１つの顔料又は染料を含む。
【００７７】
　実施形態２０は、実施形態１９による電子ディスプレイの製造方法であり、顔料は、酸
化ニッケル又はリン酸マグネシウムをドープした顔料を含む。
【００７８】
　以上、好適な実施形態の説明を目的として特定の実施形態を本明細書に図示及び説明し
たが、同様の目的を達成することが予想される広範な代替的かつ／又は同等の実施の態様
を、本発明の範囲を逸脱することなく、図示及び説明された特定の実施形態に置き換える
ことができる点は当業者には認識されるであろう。機械的、電気機械的、及び電気的分野
における当業者であれば、本発明が広範な実施形態で実施し得る点は直ちに認識されるで
あろう。本願は、本明細書で論じた好ましい実施形態のいかなる改作又は変型をも包含す
ることを意図したものである。したがって、本発明が特許請求の範囲及びその均等物によ
ってのみ限定される点を明示するものである。

【図１】 【図２】
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